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研究成果の概要（和文）：ヒトの認知機能である視覚的注意は、複雑な視覚環境の中から不要な情報を抑制し、
必要な情報を選択するうえで重要な役割を果たしている。本研究では注意の促進と抑制が協調してはたらく認知
機能を検証し、以下の二点を明らかにした。第一に、無視すべき情報を手がかりとして利用し、不要な情報を能
動的に抑制する処理機構の存在が確認できた。第二に、注意の促進と抑制は同時に使用されるのではなく、参加
者のストラテジーに依存する可能性を提案できた。

研究成果の概要（英文）：Visual attention, a human cognitive function, plays an important role in 
selecting necessary information and suppressing unnecessary information in a complex visual 
environment. In this study, we examined the cognitive function in which the facilitation and 
inhibition of attention work in a coordinated manner and clarified the following two points. First, 
we confirmed the existence of a mechanism that uses information to be ignored as a cue and actively 
suppresses unnecessary information. Second, we proposed the possibility that attention facilitation 
and inhibition are not used simultaneously, but depend on participants' strategies.

研究分野：認知心理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
注意の促進と抑制を比較したこれまでの研究は、両者の効果の違いを報告するのみにとどまっていることが多か
った。本研究で確立した実験パラダイムにより、注意の促進と抑制は単に同じ機能の異なる側面を見ているので
はなく、両者が異なる機能に由来することが示唆された。注意の抑制機能は加齢によって低下すると考えられて
おり、本研究で得られた知見はヒトの認知制御機構の解明に向けた基礎的な資料を提供した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ−１９、Ｆ−１９−１、Ｚ−１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 

注意レベルにおいて、ヒトは意図的に注意を「向けないよう」にすることが困難であることが
報告され、ヒトの認知機能を理解するためのテーマとして注⽬されている。⼀⽅で、注意を「向
ける」ことも選択的注意の重要な機能である。しかしながら、注意の促進と抑制を⽐較した研究
は、その効果の違いを報告するのみにとどまっている。 
 
２．研究の⽬的 

ヒトの認知機能である視覚的注意は、複雑な視覚環境の中から不要な情報を抑制し、必要な情
報を選択するうえで重要な役割を果たしている。申請者は最近、課題関連情報への注意の促進と
課題⾮関連情報への注意の抑制が異なるメカニズムに由来することを⽰唆する知⾒を得ている
（Kawashima & Matsumoto, 2018）。課題⾮関連刺激の抑制と課題関連刺激の促進はどのように
強調して注意を誘導するのだろうか。本研究はこの問いに対して、脳波測定と⾏動実験を組み合
わせることで、課題⾮関連情報の抑制の処理機構を検討した。 
 
３．研究の⽅法 

 研究 1 では、脳波を指標とし、視覚探索において妨害刺激となる情報を無視⼿がかりとしてあ
らかじめ⼿がかり呈⽰することが抑制の処理にどのような影響を与えるかを検討した。18 名が
実験に参加し、分析には 14 名のデータを⽤いた。実験参加者は画⾯の上下左右に呈⽰されるア
ルファベット⽂字の中から特定の⽂字（X or N）を検出し、なるべく早くキーを押すことが求め
られた。⽂字刺激は⾊のついた四⾓形の上に呈⽰された。注⽬⼿がかり試⾏では、標的刺激が出
現するプレースホルダの⾊が実験参加者に教⽰された。このとき、4 つのプレースホルダのうち
3つが注⽬すべき⾊で呈⽰された。無視⼿がかり試⾏では、妨害刺激が出現するプレースホルダ
のうち 1 つが無視すべき⾊で出現した。したがって、両⼿がかり条件で、標的刺激が出現する位
置が 4 箇所のうち 3 箇所に絞られるという点で⼿がかりの情報量は等価になるようにした
（Kawashima & Matsumoto, 2018）。本実験では注⽬⼿がかり条件と無視⼿がかり条件の各条件
を 240 試⾏⾏った。注意選択の指標として、脳波の N2pc 成分に着⽬し、妨害抑制の指標として
Pd 成分に着⽬した。それぞれの分析の時間窓は刺激呈⽰後 200ミリ秒から 300ミリ秒、100ミ
リ秒から 180ミリ秒の平均振幅として同定した。 
 研究 2 では、注意の促進と抑制が独⽴にはたらくか否かを検討した。実験 1（n = 46）では先
⾏研究（Chang & Egeth, 2019）の追試をオンラインで⾏った。全試⾏の 70%では視覚探索課題
が呈⽰され、実験参加者は特定の幾何学図形を検出し、幾何学図形上のドットの位置の左右を識
別してなるべく早くキーを押すことが求められた。このうち試⾏の半数では 1 つだけ⾊の異な
る妨害刺激が呈⽰された。全試⾏の 30%ではプローブ課題が呈⽰され、実験参加者は特定のア
ルファベット刺激（A or B）を検出し、なるべく早くキーを押すことが求められた。プローブ課
題の半数では視覚探索での標的刺激⾊の刺激が出現し、残り半数では妨害刺激⾊の刺激が出現
した。これにより、注意が標的刺激と妨害刺激のどちらに配分されるかを評価した。実験 2（n 
= 48）および実験 3（n = 47）では、視覚探索課題での標的刺激と妨害刺激の⾊をそれぞれ試⾏
ごとにランダムに呈⽰することで、それぞれ妨害刺激の抑制ならびに標的刺激の促進の効果を
独⽴に算出した。 
 
４．研究成果 

１）無視⼿がかりを使った能動的な妨害刺激の抑制 
 妨害抑制の指標である Pd 成分について（Figure 1 left）、無視⼿がかり条件でのみ 0 との差が
有意で（t (13) = 2.88, p = .013, d = .77）、注⽬⼿がかり条件では有意な 0 との差は観察されな
かった（t (13) = 0.78, p = .447, d = .21）。さらに、妨害刺激によって誘発された N2pcについて
（Figure 1 right）、無視⼿がかり条件の⽅が注⽬⼿がかり条件よりも⼩さかった（t (13) = 2.93, 
p = .012, d = .88; 0.148μV vs.−0.293μV）。これらの結果は、無視すべき情報は注意選択を受
けることなく能動的に抑制されることを⽰すもので、「信号抑制」仮説（Sawaki & Luck, 2010）
に適合すると考えられる。以上の研究成果は『認知⼼理学研究』に原著論⽂として掲載された。 
 
２）注意の促進と抑制の従属性 
 実験 1 の結果、注意の促進と抑制を同時に観察した先⾏研究の結果は再現されず、両者の効果
のあいだには負の相関が認められた（Figure 5B: r = −.46, 95% CI [‒.66, ‒.20], p = .001, t (44) 
= 3.44）。また両者の効果はそれぞれを独⽴に評価した実験 2 と 3 のデータと同程度だった



（Figure 5A, 5C）。さらに、先⾏研究のデータと本研究のデータを合わせたメタ分析からも、注
意の促進と抑制のあいだに負の相関があることが⽰唆された（r = −.31, 95% CI [‒.57, .02], p 
= .068, z = −1.83）。これらのことは、両者は独⽴に機能するというよりは、参加者のストラテ
ジーによってその使われ⽅が異なる可能性を⽰唆する。以上の研究成果は『F1000Research』に
掲載された。 
 

 
Figure 1. ERP results averaged across O1/2, P3/4, and T5/6 electrodes. (A) The mean Pd 
amplitude and (B) the mean N2pc amplitude calculated by subtracting the ipsilateral waveforms 
from contralateral waveforms. 
 

 
Figure 2. Scatter plots for target enhancement or distractor suppression. (A) Distractor 
suppression effects in Experiment 2. (B) Target enhancement and distractor suppression effects 
in Experiment 1. Both were negatively correlated. (C) Target enhancement effect in Experiment 
3. Distractor suppression and target enhancement effects varied across subjects, and no group-
level effect was found. 
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注意の促進と抑制を⽐較したこれまでの研究は、両者の効果の違いを報告するのみにとどま
っていることが多かった。本研究により、注意の促進と抑制は単に同じ機能の異なる側⾯を⾒て
いるのではなく、両者が異なる機能に由来することが⽰唆された。注意の抑制機能は加齢によっ
て低下すると考えられており、本研究で得られた知⾒はヒトの認知制御機構の解明に向けた基
礎的な資料を提供した。 
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